
    

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「市川市学校図書館フェスティバル」（平成２１年１月２３日）、近づく！ 

「市川市学校図書館フェスティバル」まで、いよいよあと１ヶ月余りとなりました。 
大会準備も着々と進んでいます。１２月２日には、「分科会提案校会議」が開かれ、研究協力校を

始め、提案発表される先生方と司会の先生方との打ち合わせが行われました。また、調査研究会議委

員による「シンポジウム」の打ち合わせも同時に行われ、いよいよ開催間近！という感じです。 
１２月５日現在、参加申し込みをいただいた方の数は、市内約２１０名、市外約１１０名となって

います。平日にもかかわらず、全国各地（北は北海道から、南は福岡県まで）から、教育委員会関係

者、学校図書館関係者、公共図書館関係者、図書館ボランティアの皆様など、大勢の方々にお申し込

みをいただきました。多くの方々のご意見・ご指導をいただきながら、これからの学校図書館の方向

性と可能性を模索し、共に、熱く語り合いたいと思います。 
市内司書教諭、学校司書・学校図書館員の皆さんには、準備・運営面でもお世話になります。どう

ぞ、よろしくお願いいたします。  

（※ なお、市内外ともに、まだ参加申し込みを受け付けておりますので、ふるってご参加ください） 

六中図書室の活動の柱のひとつに、2・3年生の総合学習Ｂの支援があります。自分で選んだテーマに

ついて一冊の本を読み、一年間継続して調べ、レポートにまとめて、 
発表します。今年もレポート提出の締切日が迫ってきました。放課後 
の図書室は、追い込みの生徒でにぎわいます。 
 今年は、特にお菓子について調べている生徒が多いようです。お菓 
子を入り口に、歴史・文化・経済…など、いろんなジャンルに広がる 
レポートが出来上がることを楽しみにしています。 

（第六中学校 学校図書館員 金子紀子） 
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     ｢市川市立須和田の丘支援学校｣は日本での草分けとも言える障害児の学校ですが、その学校

図書館はといえば、資料室というか会議室というか残念な状態でした。 
昨年、小学部が稲越校舎に移転し教室に余裕ができたこともあって、司書教諭の津田美恵子

さんが中心になって、長年の課題であった学校図書館作りに着手！データベース化作業は、昨

夏に学校司書さんたちの全面的な協力で完成したことはご存知だと思います。 
今度はそれらの図書を活用でき、明るく楽しく学べる場所にするために、津田さんの構想を

基に、支援スタッフの酒井さんと一緒に図書館づくりをします。酒井さんの豊かな発想が、須和田の丘図

書館を変身させます。乞う！ご期待！ 

今年の読書週間（１０月２７日～１１月９日）の標語（読書推進運動協議会による）は、「おもわぬ出会

いがありました」でしたね。 

 今秋も、各学校で様々な創意工夫を凝らした読書活動が行われたことと思います。一人一人の子どもた

ちにも、きっと、人や本との思いがけない素敵な出会いがあったことでしょう。 

メーリング・リストに市立幼稚園が加わりました！ 
 図書相互貸借システム（物流ネットワーク）のメーリング・リストに、市立幼稚園８園が加わりました。 

これにより、幼稚園との図書貸出依頼が、メールで簡単にできるようになりました。小・中学校、特別 

支援学校と幼稚園との図書の相互貸借や交流活動の推進にご活用ください。 

本校の２学期の主要行事は文化祭です。図書委員会の広報活動として、今年は委員による「読み聞

かせ」を行いました。毎年何らかの形で委員会を活動させ、文化祭での発表を試みてきましたが、生

徒による生徒のための読書紹介は、行うほうも、聞くほうもインパクトが強いようです。 
今年も、前任校で行った「ねんどぼうや」という絵本を実物 

投影機とプロジェクターで投影し、生徒に役割を充てて行いま 
した。大きく投影される美しい絵柄、セリフによる進行、そし 
て、挿入される音楽に、当日の体育館は、水を打ったように静 
かになりました。全校生徒が、「ねんどぼうや」の世界に浸った 
ひと時でした。 
一冊の絵本を通して、委員会が活性化し、全校生徒が楽しめ 

る、そんな機会をこれからもつくっていきたいと思います。 
（東国分中学校 司書教諭 伊東真里） 

福栄小学校では、１１月は読書月間として、いろいろな方法で読書を楽しみました。読書郵便でお

すすめの本を友達に紹介したり、縦割り兄弟グループで読書交流をしたりして本に親しみました。お

手紙をもらい、うれしそうにしている子どもたちの笑顔がとてもかわいかったです。 
朝の活動では、１年生が６年生に抱っこしてもらって本を読 

んでいる姿や、逆に、低学年の児童が高学年の児童に読み聞か 
せをする姿などがみられ、ほほえましく、穏やかな時間が流れ 
ていました。どの子も読書貯金通帳の冊数が増え、学校図書館 
や、校内にある市民図書室からたくさんの本を借りていました。 
月間の総まとめとして、１２月１日には斎藤洋先生をお招き 

し、著者を囲む会を開きました。とても愉快で、楽しい時を過 
ごしました。 

（福栄小学校 司書教諭 鎌田幸子） 

総合学習Ｂのレポート 

兄弟グループの読書交流 

図書委員会 全員集合！ 


